
JP 2010-520317 A5 2014.5.22

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年5月22日(2014.5.22)

【公表番号】特表2010-520317(P2010-520317A)
【公表日】平成22年6月10日(2010.6.10)
【年通号数】公開・登録公報2010-023
【出願番号】特願2009-551201(P2009-551201)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 135/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/46     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/331    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 299/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   4/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/00    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｄ 133/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 135/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 133/26    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/46    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  65/331   　　　　
   Ｃ０８Ｆ 299/02    　　　　
   Ａ６１Ｌ  31/00    　　　Ｃ
   Ｂ０５Ｄ   5/00    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年4月2日(2014.4.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　親水性コーティングを調製するためのコーティング配合物であって、前記親水性コーテ
ィング配合物が、
　（ａ）重合反応を受けることができる少なくとも２つの反応性部分を含む支持ポリマー
であって、前記支持ポリマーが、１，１００～１０，０００ｇ／ｍｏｌの範囲の数平均分
子量を有し、前記支持ポリマーの骨格が、ポリエーテルであり、前記少なくとも２つの反
応性部分が不飽和エステルである支持ポリマーと、
　（ｂ）ポリ（アクリルアミド－ｃｏ－アクリル酸）塩である高分子電解質と、
　（ｃ）α－ヒドロキシアルキルフェノン類であるノリッシュＩ型光開始剤と、
　（ｄ）ベンゾフェノンおよびベンゾフェノン誘導体からなる群から選択されるノリッシ
ュＩＩ型光開始剤と
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を含むコーティング配合物。
【請求項２】
　請求項１に記載の親水性コーティング配合物を硬化させることによって得られる親水性
コーティング。
【請求項３】
　請求項２に記載の親水性コーティングに湿潤流体を適用することによって得られる潤滑
性コーティング。
【請求項４】
　請求項１に記載のコーティング配合物と、高分子電解質を含む湿潤流体とを含む、潤滑
性コーティングを調製するためのコーティング系。
【請求項５】
　請求項２または３に記載の少なくとも１つの親水性コーティングまたは潤滑性コーティ
ングを含む物品。
【請求項６】
　前記物品が医療機器または部品である請求項５に記載の物品。
【請求項７】
　カテーテル、医療用チューブ、ガイドワイヤ、ステント、または膜を含む請求項６に記
載の医療機器または部品。
【請求項８】
　請求項１に記載のコーティング配合物を物品の少なくとも１つの表面に塗布することと
、
　前記配合物を電磁放射にさらし、それにより開始剤を活性化することによって前記コー
ティング配合物を硬化させることと
を含む、基材上に親水性コーティングを形成する方法。
【請求項９】
　前記支持ポリマーが、１，２００～７，０００ｇ／ｍｏｌの範囲の数平均分子量を有す
る請求項１に記載のコーティング配合物。
【請求項１０】
　前記支持ポリマーが、１，４００～５，０００ｇ／ｍｏｌの範囲の数平均分子量を有す
る請求項１に記載のコーティング配合物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　適切なノリッシュＩ型またはフリーラジカル光開始剤の例は、ベンゾイン誘導体、メチ
ロールベンゾインおよび４－ベンゾイル－１，３－ジオキソラン誘導体、ベンジルケター
ル類、α，α－ジアルコキシアセトフェノン類、α－ヒドロキシアルキルフェノン類、α
－アミノアルキルフェノン類、アシルホスフィンオキシド類、ビスアシルホスフィンオキ
シド類、アシルホスフィンスルフィド類、ハロゲン化アセトフェノン誘導体などである。
適切なＩ型光開始剤の市販の例は、Ｉｒｇａｃｕｒｅ　２９５９（２－ヒドロキシ－４’
－（２－ヒドロキシエトキシ）－２－メチルプロピオフェノン）、Ｉｒｇａｃｕｒｅ　６
５１（ベンジルジメチルケタールまたは２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタノ
ン、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）、Ｉｒｇａｃｕｒｅ　１８４（活性成分として１－ヒドロキ
シ－シクロヘキシル－フェニルケトン、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）、Ｄａｒｏｃｕｒ　１１
７３（活性成分として２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、
Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）、Ｉｒｇａｃｕｒｅ　９０７（２－メチル－１－［４－（メチル
チオ）フェニル］－２－モルホリノプロパン－１－オン、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）、Ｉｒ
ｇａｃｕｒｅ　３６９（活性成分として２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－
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モルホリノフェニル）－ブタン－１－オン、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）、Ｅｓａｃｕｒｅ　
ＫＩＰ　１５０（ポリ｛２－ヒドロキシ－２－メチル－１－［４－（１－メチルビニル）
フェニル］プロパン－１－オン｝、Ｆｒａｔｅｌｌｉ　Ｌａｍｂｅｒｔｉ）、Ｅｓａｃｕ
ｒｅ　ＫＩＰ　１００Ｆ（ポリ｛２－ヒドロキシ－２－メチル－１－［４－（１－メチル
ビニル）フェニル］プロパン－１－オン｝および２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェ
ニル－プロパン－１－オンのブレンド、Ｆｒａｔｅｌｌｉ　Ｌａｍｂｅｒｔｉ）、Ｅｓａ
ｃｕｒｅ　ＫＴＯ４６（ポリ｛２－ヒドロキシ－２－メチル－１－［４－（１－メチルビ
ニル）フェニル］プロパン－１－オン｝、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニル
－ホスフィンオキシドおよびメチルベンゾフェノン誘導体のブレンド、Ｆｒａｔｅｌｌｉ
　Ｌａｍｂｅｒｔｉ）、アシルホスフィンオキシド、例えばＬｕｃｉｒｉｎ　ＴＰＯ（２
，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド、ＢＡＳＦ）、Ｉｒｇａ
ｃｕｒｅ　８１９（ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニル－ホスフィン
－オキシド、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）、Ｉｒｇａｃｕｒｅ　１７００（ビス（２，６－ジ
メトキシベンゾイル）２，４，４－トリメチル－ペンチルホスフィンオキシドおよび２－
ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－プロパン－１－オンの２５：７５％のブレンド
、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）などである。Ｉ型光開始剤の混合物も使用することができる。
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